
[ 主催・問合せ ]　日本国際児童図書評議会（JBBY）　
〒 101-0051 東京都千代田区神田神保町 1-32　tel. 03-6273-7703　email. info@jbby.org

■ 子どもゆめ基金助成活動

講師：游 珮芸（YU PEIYUN）

2023

７/23 [日 ] 14:00-16:00 開場 13:30

参加費 1,100 円 | 定員 60 人 | 対象 大人（高校生以上可）

会場 出版クラブビル・会議室【対面のみ】

　　　 東京都千代田区神田神保町 1-32　
　　　 地下鉄「神保町駅」A5出口徒歩 3分
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JBBY 国際アンデルセン賞と世界の子どもの本講座 2023- ②

台湾の子どもの本の歴史と絵本の現在
2023.7.23 ／出版クラブビル

■ お願い ■ この活動では、子どもゆめ基金への報告のために、参加者
の写真を撮影させていただきます。子どもゆめ基金に提出した個人情報

（写真）は、「（独）国立青少年教育振興機構が保有する個人情報の適
切な管理に関する規定」に基づき、子どもゆめ基金助成業務以外の目
的には使用されません。なお、会場の遠景写真（参加者は後ろ姿のみ）を、
主催者広報用に HP や SNS、刊行物等に掲載することがあります。

外部サイト「Peatix」からお申し込みくださ
い。クレジットカード決済か振り込みが可
能です。

https://jbbyonline037.peatix.com

お 申 し 込 み

　日本と地理的にとても近く、歴史的にもつながりが深い台湾の子どもの本が、
いま世界中で注目を集めています。そこで、話題のグラフィックノベル『台湾の
少年』の作者であり、日本の大学院で博士号を取得し、両国の文化に詳しい游珮
芸さんを講師にお招きしてお話をうかがいます。日本統治時代から戦後の独裁政
権下の白色テロ時代、その後の民主化時代と、大きな歴史のうねりの中で生まれ、
育ち、花開いた台湾の子どもの本の現在を、最新の話題の絵本などを中心に紹介
していただきます。

游 珮芸游 珮芸（YU PEIYUN）（YU PEIYUN）

国立台湾大学英米文学学科卒業後、お茶の水女子大学で人文

科学の博士号を取得。現在は国立台東大学児童文学研究所（大

学院）の所長として研究や教育に携わるだけでなく、児童文

学の編集、創作、翻訳などの活動も幅広く行っている。著書

に『植民地台湾の児童文化』（明石書店、1999）、『台湾の少年』

（全 4 巻、岩波書店、2022 ～ 2023）など。


